
＜令和7年度高等部卒業生の進路状況＞
・福祉サービス利用者は52％（34人）でした。就労継続支援B型と生活介護が多数となっています。
・企業就労者は29%（19人）でした。法定雇用率の改正（R6年4月から民間企業は2.5%）、除外率の減少（R7年4
月1日より）により、様々な会社、事業所から実習等の話は多く、企業の障害者雇用への意欲の高さを感じます。
しかし、即戦力として働くことを求められたり、精神障害や発達障害の方を積極的に採用したりする傾向もある
ため、本校卒業生が就労に至るまでのハードルは変わらず高いものとなっています。
・高等部では学校生活全体を通して進路指導を行っています。日々の生活の中でできることを増やし、現場実習
等の体験的な活動を通して生徒が更に成長し、自己理解を深めることで、進路の選択肢を広げることを目指して
います。

事業所の形態
人
数

生活介護 15

就労継続B型 15

就労継続A型 4

就労移行 8

自立訓練 3

企業就労 19

その他 2

合 計 66

企業等就労者の職域別割合事業所の形態別人数
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